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成
果

　平成21年度は文化会館、亀有文化ホールの大規模改修が行われた。 飾区文化施設
指定管理者はあらかじめ大規模改修の実施にあわせ文化芸術創造事業の実施予定本数
を減らしていたたため、予定どおりの事業を着実に実施することができた。
　一方、音楽や美術に親しんでいる区民の割合が昨年、一昨年より若干減少したが、これ
は、平成20年度以来の日本経済の景気が低迷し、区民が、日常生活に直結しない文化芸
術面への支出を減らしたものと考えられ、その影響を受けたものと分析している。

コ
ス
ト

　平成21年度は、利用者が安全、安心、かつ快適に施設の利用ができるよう文化会館、亀
有文化ホールの大規模改修を行ったため、トータルコストが増加した。

成果向上
のための
取組方針

　 飾区文化施設指定管理者が民間のノウハウを発揮して、大規模改修を終えた文化会
館、亀有文化ホールの設備維持管理、ホール運営にかかる委託料をより効率的に執行す
るよう、区主管課が毎週、毎月の会議の中でチェックをした上、適切に指導監督していく。
　また、鑑賞事業及び文化芸術創造事業についても、指定管理者が、これまで実施した事
業のアンケート結果などを分析し、区民に対しより質の高い文化芸術鑑賞の機会や、文化
芸術事業への参加機会を提供していくことを、経費負担を抑えつつ実施していくよう、区主
管課が指導監督していく。
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現状と課題

　音楽や演劇、美術をはじめとする様々な分野の催しがシンフォニーヒルズやリリオ
ホールにおいて実施され、身近な施設で優れた文化を鑑賞することが区民に定着し
てきた。
　今後は、豊かで充実した生活を希求する区民ニーズに応えるために、区民自らが
文化・芸術活動に取り組むことをより一層促進・支援したり、文化財などの区の文化
資源の活用、区の文化芸術にかかる情報を効果的に外部に発信する取り組みなどを
強化し、地域文化全体の活性化を推進する必要がある。

２２年度２０年度 ２１年度成果指標 指標根拠 １８年度 １９年度

施策意図

平成２２年度 施策評価表

施策名 文化芸術
担当部 地域振興部

担当課 地域振興課

文化芸術が地域に根付き、地域が活性化している。
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平成２２年度 施策評価表

施策名 国際交流
担当部 地域振興部

担当課 地域振興課

施策意図 異なる文化を理解し、世界に開かれた地域社会となっている。

現状と課題

　　外国人区民は年々増加傾向にあるが、文化や習慣の違いから地域の中でトラブルや偏見にあうこと
も少なくない。
　こうした中、友好都市をはじめとする交流事業やボランティア・民間国際交流団体の活動など、区民の
自主的な活動を軸に、区と区民が協働して国際交流を進めていく必要がある。

　外国人登録者数（毎年4月1日）
　平成17年度　１１，７６７人　　平成18年度　１２，１４３人　　平成19年度　１２，７８０人
　平成20年度　１３，６１１人　  平成21年度　１４，４１１人　　平成22年度　１４，５１８人
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成
果

成果指標の「外国人と交流を持ったことのある区民の割合」は、前年度に比べて低下して
おり、当初目標を達成できなかったが、多文化共生プロジェクト事業の成果指標である事
業参加者や交流の担い手数は、目標値を上回る実績となっている。このことから、区民の
国際交流に対する関心は高まりつつあるが、自主的な活動には、結びついていない。

コ
ス
ト

　外国人生活相談に関するコスト減少の要因は、前年度と比較して、相談員の相談業務従
事回数が少なかったことである。
　多文化共生プロジェクト事業に関するコスト減少の要因は、事業費の中に平成20年度ま
で計上されていた指定管理者人件費が、文化会館・亀有文化ホール管理運営経費に計上
されたこと、また、友好都市交流事業を中心に年度ごとに事業数や内容、規模などが変動
することである。

成果向上
のための
取組方針

多文化共生プロジェクト事業
多文化理解促進のための事業においては、指定管理者からの企画書に基づき、より多く
の日本人・外国人が参加できるように方法や内容を検討し、より効果的な施策推進のため
に指定管理者と協議・調整を行ない、指導・監督していく。
友好都市交流事業については、海外からの受入事業等、最少の費用で最大の効果を上げ
ることができるよう指定管理者とともに内容の充実に努める。
外国人生活相談
相談に訪れた外国人に的確なアドバイスができるように、相談員へ関係機関からの情報を
提供していく。また、相談内容によっては、区職員が相談員とともに関係機関と調整を行っ
ていく。
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